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丁丁丁

要
資
金
と
し
て

２
０
０
０
万
円

が
提
示
さ
れ
た

と
受
け
止
め
ら

れ
、
数
字
だ
け

が
ひ
と
り
歩
き

し
た
こ
と
が
批

判
の
対
象
に
な

っ
た
と
分
析
。

「
金
融
資
産
の

保
有
状
況
で
老

後
資
産
枯
渇
リ

ス
ク
は
異
な

る
」
と
指
摘
し

て
い
る
。

今
後
、
「
高
齢
者
の
高
齢

化
」
は
一
層
加
速
し
、
認
知

症
有
病
者
も
増
加
す
る
と
見

ら
れ
て
い
る
。
認
知
機
能
の

低
下
に
よ
っ
て
金
融
行
動
に

与
え
る
影
響
も
大
き
い
。
複

数
人
で
口
座
を
持
つ
「
ジ
ョ

イ
ン
ト
ア
カ
ウ
ン
ト
」
な
ど

新
た
な
仕
組
み
の
導
入
も
提

案
さ
れ
て
い
た
。

資
産
形
成
・
管
理
と
金
融
ジ

ェ
ロ
ン
ト
ロ
ジ
ー
」
と
題
し

メ
デ
ィ
ア
向
け
の
勉
強
会
を

開
催
し
た
。

講
師
は
同
社
の
森
駿
介
研

究
員
が
務
め
た
。
昨
年
話
題

と
な
っ
た
「
老
後
資
金
２
０

０
０
万
円
問
題
」
に
つ
い
て

は
高
齢
世
帯
の
資
産
分
布
の

分
散
は
大
き
い
に
も
関
わ
ら

ず
、
「
平
均
的
な
姿
」
で
必

大
和
総
研
は
１
月
31
日
、

都
内
で
「
金
融
業
に
お
け
る

る
。
商
号
変
更
に
よ
り
、
今

ま
で
以
上
に
親
し
み
を
感
じ

て
も
ら
え
る
よ
う
に
す
る
こ

と
が
狙
い
だ
。

ま
た
今
年
４
、
６
月
に
は

グ
ル
ー
プ
傘
下
の
ウ
ェ
ブ
マ

ネ
ー
、
Ｋ
Ｄ
Ｄ
Ｉ
フ
ィ
ナ
ン

シ
ャ
ル
サ
ー
ビ
ス
も
「
ａ
ｕ

ペ
イ
メ
ン
ト
」
、
「
ａ
ｕ
フ

ィ
ナ
ン
シ
ャ
ル
サ
ー
ビ
ス
」

に
変
更
を
予
定
し
、
傘
下
８

社
に
「
ａ
ｕ
」
が
付
く
。

ａ
ｕ
フ
ィ
ナ
ン
シ
ャ
ル
グ

ル
ー
プ
傘
下
の
じ
ぶ
ん
銀
行

は
９
日
付
で
商
号
を
「
ａ
ｕ

じ
ぶ
ん
銀
行
」
に
変
更
し

た
。
「
ａ
ｕ
」
を
冠
し
た
名

称
に
す
る
こ
と
で
、
グ
ル
ー

プ
の
一
体
感
を
高
め
る
。

ａ
ｕ
じ
ぶ
ん
銀
で
は
、
ス

マ
ー
ト
フ
ォ
ン
を
通
じ
て
決

済
や
金
融
サ
ー
ビ
ス
を
よ
り

身
近
に
す
る
「
ス
マ
ー
ト
マ

ネ
ー
構
想
」
を
推
進
し
て
い

国
の
地
域
の
食
材
を
生
か
し

た
メ
ニ
ュ
ー
を
追
加
し
て
い

く
予
定
だ
。
「
健

康
経
営
の
実
践
支

援
活
動
の
中
で

『
食
の
コ
ン
テ
ン

ツ
』
と
し
て
提
供

し
、
美
味
し
く
楽

し
い
健
康
づ
く
り

の
輪
を
広
げ
て
い

く
」
（
ア
ク
サ
生

命
）
。

ｅ
ａ
ｓ
ｙ
の
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ

ョ
ン
。
今
後
も
レ
シ
ピ
に
全

は
、
松
嶋
シ
ェ
フ
が
食
と
健

康
に
つ
い
て
の
考
え
方
や
誰

で
も
気
軽
に
作
れ
る
具
体
的

な
レ
シ
ピ
を
紹
介
。

多
岐
に
わ
た
る
地
域
の
ス

テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
と
連
携
し

て
健
康
経
営
と
地
方
創
生
の

取
り
組
み
を
進
め
る
ア
ク
サ

生
命
と
分
か
り
や
す
く
効
果

的
な
動
画
を
制
作
す
る
ｓ
ｏ

動
画
コ
ン
テ
ン
ツ
は
世
界

的
に
著
名
な
フ
レ
ン
チ
シ
ェ

フ
松
嶋
啓
介
氏
が
監
修
、
出

演
し
て
い
る
。
「
食
を
通
じ

た
健
康
づ
く
り
に
は
『
美
味

し
い
か
ら
続
け
ら
れ
る
。
続

け
ら
れ
る
か
ら
健
康
に
な

る
』
と
い
う
考
え
方
が
必

要
」
と
の
理
念
で
制
作
さ
れ

た
。
動
画
コ
ン
テ
ン
ツ
で

ア
ク
サ
生
命
、
Ａ
Ｃ
Ｃ
Ｅ

Ｌ
Ａ
Ｉ
Ｒ
Ｅ
（
東
京
・
渋

谷
）
、
ｓ
ｏ
ｅ
ａ
ｓ
ｙ(

同)

の
３
社
は
共
同
で
「
食
を
通

じ
て
健
康
に
な
る
」
を
コ
ン

セ
プ
ト
と
し
た
動
画
コ
ン
テ

ン
ツ
を
開
発
。
ア
ク
サ
生
命

が
健
康
経
営
を
実
践
す
る
企

業
や
団
体
に
提
供
し
て
好
評

を
得
て
い
る
。

の
本
気
度
合
い
が
変
わ
っ
て

き
た
。
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
に

対
し
て
具
体
的
に
要
望
を
出

し
て
い
る
」
と
話
す
。
ス
タ

ー
ト
ア
ッ
プ
側
は
Ａ
Ｉ
や
ビ

ッ
グ
デ
ー
タ
、
ヘ
ル
ス
ケ
ア

テ
ッ
ク
関
連
が
多
く
、
そ
の

う
ち
11
社
は
イ
ス
ラ
エ
ル
な

ど
海
外
企
業
だ
っ
た
。

タ
ー
ト
ア
ッ
プ
が
生
ま
れ
や

す
い
土
壌
の
米
国
に
比
べ
、

国
内
で
は
環
境
が
整
っ
て
い

な
い
こ
と
か
ら
、
エ
ム
ズ
サ

ロ
ン
が
「
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン

創
出
機
関
」
に
な
る
こ
と
を

期
待
す
る
。

大
商
談
会
は
２
０
１
６
年

か
ら
年
２
回
開
い
て
お
り
、

第
１
回
の
参
加

は
ス
タ
ー
ト
ア

ッ
プ
68
社
、
大

企
業
が
32
社
。

今
回
は
そ
れ
ぞ

れ
３
９
０
社
、

１
４
０
社
ま
で

膨
ら
ん
だ
。
み

ず
ほ
銀
執
行
役

員
の
大
櫃
直
人

イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ

ン
企
業
支
援
部

長
は
「
大
企
業

商
談
会
で
の
大
企
業
と
の
橋

渡
し
を
は
じ
め
、
販
路
拡
大

と
い
っ
た
経
営
課
題
解
決
へ

の
助
言
な
ど
を
行
う
。
み
ず

ほ
フ
ィ
ナ
ン
シ
ャ
ル
グ
ル
ー

プ
の
大
塚
雅
広
・
執
行
役
専

務
は
「
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
活

性
化
に
少
し
で
も
貢
献
し
た

い
」
と
の
思
い
が
あ
る
。
ス

み
ず
ほ
銀
行
が
手
が
け
る

大
企
業
と
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ

と
の
大
商
談
会
が
９
回
を
重

ね
、
初
め
て
２
日
間
に
わ
た

り
開
催
、
約
１
０
０
０
件
の

商
談
が
あ
っ
た
。
こ
れ
ま
で

銀
行
単
独
で
開
い
て
い
た
が

今
回
か
ら
、
み
ず
ほ
信
託
銀

行
や
み
ず
ほ
証
券
、
み
ず
ほ

キ
ャ
ピ
タ
ル
の
グ
ル
ー
プ
企

業
と
共
催
し
た
。
新
規
株
式

公
開
（
Ｉ
Ｐ
Ｏ
）
で
証
券
会

社
に
相
談
し
て
い
る
先
な
ど

に
も
参
加
を
呼
び
か
け
て
間

口
を
拡
大
。
融
資
や
Ｉ
Ｐ

Ｏ
、
Ｍ
＆
Ａ
と
い
っ
た
「
そ

の
先
」
を
後
押
し
す
る
体
制

を
整
備
し
て
ニ
ー
ズ
に
応
え

る
。７

、
８
日
に
内
幸
町
ビ
ル

で
開
い
た
。
基
盤
は
、
み
ず

ほ
銀
の
会
員
制
サ
ー
ビ
ス
で

あ
る
Ｍ
，
Ｓ

Ｓ
ａ
ｌ
ｏ
ｎ

（
エ
ム
ズ
サ
ロ
ン
）
だ
。
Ａ

Ｉ
や
Ｉ
ｏ
Ｔ
な
ど
の
技
術
を

も
つ
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
４
０

０
０
社
以
上
が
登
録
す
る
。

ｐ
ａ
ｎ
の
株
式
を
譲
り
受

け
、
14
％
出
資
す
る
計
画
に

つ
い
て
も
覚
書
を
締
結
し

た
。
同
社
は
シ
ン
ジ
ケ
ー
ト

ロ
ー
ン
や
不
動
産
な
ど
幅
広

い
分
野
で
分
散
台
帳
を
活
用

に
向
け
た
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を

推
進
す
る
米
企
業
と
の
合
弁

会
社
。
分
散
台
帳
技
術
プ
ラ

ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
で
あ
る
「
Ｃ

ｏ
ｒ
ｄ
ａ
」
（
コ
ル
ダ
）
の

日
本
に
お
け
る
ラ
イ
セ
ン
ス

の
提
供
や
導
入
支
援
を
行
っ

て
い
る
。
ブ
ロ
ッ
ク
チ
ェ
ー

ン
を
活
用
し
、
貿
易
金
融
に

お
け
る
手
続
き
な
ど
の
効
率

化
を
目
指
し
て
い
く
。

帳
技
術
を
活
用
し
た
ス
マ
ー

ト
フ
ォ
ン
向
け
送
金
ア
プ
リ

「
Ｍ
ｏ
ｎ
ｅ
ｙ

Ｔ
ａ
ｐ
」

を
運
営
し
て
い
る
。
ブ
ロ
ッ

ク
チ
ェ
ー
ン
技
術
を
使
い
リ

ア
ル
タ
イ
ム
で
送
金
を
可
能

に
す
る
次
世
代
金
融
イ
ン
フ

ラ
の
構
築
に
向
け
て
活
動
し

て
い
て
、
三
井
住
友
銀
も
新

た
に
出
資
す
る
。

ま
た
、
Ｓ
Ｍ
Ｂ
Ｃ
グ
ル
ー

プ
は
Ｓ
Ｂ
Ｉ

Ｒ
３

Ｊ
ａ

に
つ
な
が
っ
た
。

マ
ネ
ー
タ
ッ
プ
は
分
散
台

Ｓ
Ｍ
Ｂ
Ｃ
グ
ル
ー
プ
で
は

ブ
ロ
ッ
ク
チ
ェ
ー
ン
を
活
用

し
た
貿
易
金
融
に
関

す
る
実
証
実
験
や
産

学
連
携
に
よ
る
共
同

研
究
な
ど
を
通
じ
て

新
た
な
技
術
の
活
用

の
形
を
模
索
し
て
き

た
。
こ
う
し
た
活
動

を
よ
り
一
層
推
進
さ

せ
る
た
め
に
デ
ジ
タ

ル
技
術
活
用
の
フ
ロ

ン
ト
ラ
ン
ナ
ー
で
あ

る
Ｓ
Ｂ
Ｉ
ホ
ー
ル
デ

ィ
ン
グ
ス
と
の
協
業

要
望
に
応
え
る
こ
と
に
し

た
。Ｎ

Ｎ
生
命
の
試
算
で
は
、

国
内
中
小
企
業
で
両
親
や
夫

と
い
っ
た
先
代
社
長
の
他
界

に
よ
る
親
族
内
承
継
時
に
女

性
が
事
業
を
継
ぐ
割
合
は
約

４
割
に
の
ぼ
る
と
い
う
。
開

始
時
の
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
は
Ｋ

・
ｉ
オ
ネ
ス
ト
（
札
幌
市)



茨
城
ケ
ミ
カ
（
茨
城
県
ひ
た

ち
な
か
市
）
、
エ
イ
ワ
ン
ス

ポ
ー
ツ
プ
ラ
ザ
（
静
岡
県
富

士
市
）
、
古
田
商
会
（
岐
阜

市
）
。

こ
と
も
多
い
。
急
き
ょ
事
業

を
引
き
継
ぐ
こ
と
に
な
っ
た

女
性
が
同
じ
体
験
を
し
た
人

の
『
生
の
声
』
に
触
れ
、
不

安
事
項
を
検
索
し
て
参
考
に

す
る
、
な
ど
悩
み
の
共
有
で

少
し
で
も
孤
独
と
不
安
の
ケ

ア
に
な
る
サ
イ
ト
を
目
指

す
」
と
意
気
込
む
。

２
０
１
８
年
末
か
ら
サ
イ

ト
上
で
実
際
に
「
突
然
社
長

に
な
っ
た
」
状
況
の
経
営
者

の
生
の
声
を
独
自
に
収
集
し

て
公
開
。
今
回
、
女
性
経
営

者
に
特
化
し
て
き
め
細
か
く

経
験
し
た
ユ
ー
ザ
ー
に
ア
ド

バ
イ
ス
が
も
ら
え
、
他
の
投

稿
に
コ
メ
ン
ト
す
る
こ
と
が

可
能
だ
。
ユ
ー
ザ
ー
登
録
は

実
名
登
録
制
を
採
用
、
実
際

の
事
業
承
継
当
事
者
だ
け
が

安
心
し
て
集
え
る
環
境
を
整

え
る
。
登
録
・
利
用
関
連
の

費
用
は
不
要
だ
。

Ｎ
Ｎ
生
命
は
「
事
業
承
継

の
苦
労
は
、
同
じ
立
場
を
経

験
し
な
け
れ
ば
わ
か
ら
な
い

ろ
ば
は
、
顧
客
や
従
業
員
、

取
引
先
を
突
然
、
引
き
継
い

だ
経
営
者
に
同
様
の
経
験
を

も
つ
先
輩
女
性
経
営
者
な
ど

か
ら
の
知
見
を
受
け
と
る
こ

と
が
で
き
る
。
登
録
の
有
無

に
関
わ
ら
ず
誰
で
も
、
投
稿

さ
れ
た
話
題
や
投
稿
内
容
へ

の
コ
メ
ン
ト
が
自
由
に
閲
覧

で
き
、
共
感
ア
ク
シ
ョ
ン
が

示
せ
る
。
一
方
、
ユ
ー
ザ
ー

登
録
で
過
去
に
事
業
承
継
を

に
「
女
性
社
長
の
コ
コ
ト
モ

ひ
ろ
ば
」
の
提
供
を
開
始
し

た
。
先
代
経
営
者
の
逝
去
な

ど
で
突
然
、
事
業
を
引
き
継

ぐ
こ
と
に
な
っ
た
女
性
経
営

者
に
共
感
の
場
や
経
験
者
の

助
言
を
オ
ン
ラ
イ
ン
で
提
供

す
る
。

女
性
社
長
の
コ
コ
ト
モ
ひ

中
小
企
業
向
け
保
険
の
エ

ヌ
エ
ヌ
生
命
と
女
性
経
営
者

デ
ー
タ
ベ
ー
ス
サ
イ
ト
を
運

営
す
る
コ
ラ
ボ
ラ
ボ
（
東
京

・
千
代
田
）
の
「
女
性
社

長
．
ｎ
ｅ
ｔ
」
は
１
月
24
日

位
５
社
（
ａ
ｕ
カ
ブ
コ
ム
、

Ｓ
Ｂ
Ｉ
、
松
井
、
マ
ネ
ッ
ク

ス
楽
天)

で
比
べ
た
。
取
引

環
境
の
整
備
、
楽
天
エ
コ
シ

ス
テ
ム
（
経
済
圏
）
の
強
み

を
生
か
し
た
サ
ー
ビ
ス
拡
充

で
初
心
者
も
取
り
込
ん
だ
。

■
楽
天
証
券

新
規
口
座

数

業
界
最
多

２
０
１
９

年
12
月
末
時
点
の
口
座
数
が

約
３
７
６
万
口
座
、
19
年
の

年
間
新
規
口
座
獲
得
数
が
約

75
万
口
座
。
ネ
ッ
ト
証
券
上

大
手
損
保
３
グ
ル
ー
プ

営
業
成
績
速
報(


年
１
月)

(単位:億円％)

ＭＳ＆ＡＤインシュアランスＧＨＤ

東京海上ホールディングス

ＳＯＭＰＯホールディングス

三井住友海上

あいおいニッセイ同和

東京海上日動

日新火災

損保ジャパン日本興亜

収入保険料

1,974

1,157

816

1,731

1,635

95

1,709

増減

3.2

3.4

3.0

1.8

1.8

1.9

2.0

自動車

791

401

389

664

613

50

659

増減

3.4

2.4

4.3

2.8

2.7

3.8

0.1

の
１
２
５
位
だ
っ
た
と
い

う
。「

知
り
合
い
」
か
否
か

の
違
い
で
は
、
そ
れ
ぞ
れ

へ
の
気
持
ち
や
意
識
は
知

り
合
い
に
対
し
て
は
前
向

き
、
だ
と
見
て
取
れ
る
。

「
知
り
合
い
に
助
け
を
求

め
る
こ
と
が
で
き
る
」
と

答
え
た
の
は
６
・
８
％
、

「
知
ら
な
い
人
に
助
け
を

求
め
る
こ
と
が
で
き
る
」

は
４
・
５
％
と
、
い
ず
れ

も
低
い
。

こ
く
み
ん
共
済
Ｃ
Ｏ
Ｏ

Ｐ
は
昨
年
10
月
か
ら
、

「
た
す
け
あ
い
不
足
も
日

本
の
課
題
」
と
捉
え
、

「
た
す
け
あ
い
を
も
っ
と

気
軽
に
楽
し
い
も
の
に
で

き
れ
ば
よ
り
過
ご
し
や
す

く
、
あ
た
た
か
い
社
会
に

な
る
の
で
は
」
と
い
う
思

い
で
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
実

施
。
特
設
サ
イ
ト
で
、
楽

し
い
た
す
け
あ
い
の
ヒ
ン

ト
や
記
事
を
掲
載
し
て
い

る
。
た
す
け
あ
い
エ
ピ
ソ

ー
ド
の
投
稿
コ
ン
テ
ス
ト

も
行
い
、
受
賞
作
品
を
冊

子
に
し
て
い
る
。

析
。
だ
が
、
他
者
へ
の
無

関
心
ぶ
り
が
う
か
が
え

る
。
英
国
の
チ
ャ
リ
テ
ィ

ー
団
体
Ｃ
Ａ
Ｆ
の
同
様
の

質
問
で
も
日
本
は
最
下
位

な
か
っ
た
」
が
最
多
で

「
冷
淡
な
わ
け
で
は
な
く

（
困
っ
て
い
る
）
人
に
出

会
わ
な
い
、
気
づ
い
て
い

な
い
だ
け
で
は
」
と
分

「
Ｅ
Ｎ
Ｊ
Ｏ
Ｙ
た
す
け

あ
い
」
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を

展
開
す
る
こ
く
み
ん
共
済

Ｃ
Ｏ
Ｏ
Ｐ
〈
全
労
済
〉
が

「
た
す
け
あ
い
」
の
意
識

調
査
を
行
っ
た
。
「
た
す

け
あ
い
が
あ
ふ
れ
る
社

会
」
へ
の
共
感
は
77
・
２

％
と
多
い
も
の
の
、
「
社

会
が
た
す
け
あ
い
に
あ
ふ

れ
て
い
る
」
と
し
た
の
は

わ
ず
か
２
・
９
％
に
と
ど

ま
っ
た
。
日
本
人
が
「
た

す
け
を
求
め
る
」
の
が
苦

手
、
と
い
う
側
面
も
浮
か

ぶ
。15

～
79
歳
の
男
女
３
０

０
０
人
が
答
え
た
イ
ン
タ

ー
ネ
ッ
ト
調
査
。
過
去
１

カ
月
以
内
に
「
知
ら
な
い

人
で
困
っ
て
い
る
人
を
助

け
た
こ
と
が
あ
る
人
」
は

14
・
４
％
と
低
い
。
そ
の

理
由
は
75
・
２
％
が
「
そ

の
よ
う
な
場
面
に
出
会
わ

三
井
住
友
フ
ィ
ナ
ン
シ
ャ
ル
グ
ル
ー
プ
と
三
井
住
友
銀
行
は
１
月
31
日
、
Ｓ
Ｂ
Ｉ

ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス
と
そ
の
連
結
子
会
社
の
マ
ネ
ー
タ
ッ
プ
（
東
京
・
港
）
、
Ｓ
Ｂ

Ｉ

Ｒ
３

Ｊ
ａ
ｐ
ａ
ｎ
（
同
）
と
ブ
ロ
ッ
ク
チ
ェ
ー
ン
を
活
用
し
た
プ
ラ
ッ
ト
フ

ォ
ー
ム
領
域
に
お
け
る
協
業
を
開
始
す
る
と
発
表
し
た
。
多
く
の
顧
客
を
抱
え
る
メ

ガ
バ
ン
ク
と
フ
ィ
ン
テ
ッ
ク
な
ど
先
端
技
術
に
知
見
の
あ
る
ネ
ッ
ト
証
券
が
協
力
し

取
り
組
む
こ
と
で
、
ブ
ロ
ッ
ク
チ
ェ
ー
ン
の
サ
ー
ビ
ス
を
普
及
さ
せ
て
い
く
。

健
康
経
営
実
践
企
業
に

ア
ク
サ
生
命
◆

Ａ
Ｃ
Ｃ
Ｅ
Ｌ
Ａ
Ｉ
Ｒ
Ｅ
◆

ｓ
ｏ
ｅ
ａ
ｓ
ｙ

異
業
種
３
社
で
動
画
コ
ン
テ
ン
ツ

大和総研

金融老年学や老後資金の勉強会
｢保有資産によりリスク異なる｣

ａ
ｕ
じ
ぶ
ん
銀

商
号
変
更
で
一
体
感

他
の
グ
ル
ー
プ
企
業
も

｢

突
然

女
性
社
長｣

の
専
用
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー

不
安

悩
み
解
消

貿易金融の効率化目指す Ｎ
Ｎ
生
命

地
域
の
食
材
を

生
か
し
た
メ
ニ

ュ
ー
を
順
次
、

追
加
す
る

認知機能の低下が金融行動に与える影響
金融行動金融行動

資産管理
・
保全

資産運用

※大和総研作成資料を参照

影 響影 響
●小銭を計算することが困難になりお札ばかり使
ってしまう

●認知機能や金融リテラシーの低い人や自信過剰な
人ほど金融詐欺にあいやすい

●認知機能が低下しても金融知識や記憶能力に対
する自信は低下させる一方資産管理能力への自
信は低下しない傾向

●認知症になる兆候は資産管理能力や金融行動に
事前に表れる

●複雑な計算などを行うことを避けるようになる認
知能力の低下によりリスク回避度が高くなる傾
向にある

●認知能力の低い投資家は高い投資家に比べて運用
成績が低い保有資産の規模が大きくなるほど両者
の運用成績の格差は大きくなる傾向

過去最大規模商談1000件以上
みずほグループ

大企業｢本気度｣目立つ 子会社に出資も

出資により関係を深化させる

Ｓ
Ｂ
Ｉ
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス
が
入
る
泉
ガ
ー
デ
ン
タ
ワ
ー

協
力
し

ブ
ロ
ッ
ク
チ
ェ
ー
ン
を
生
か
し
た
サ
ー
ビ
ス
を
構
築
す
る

Ｓ
Ｍ
Ｂ
Ｃ
グ
ル
ー
プ

Ｓ
Ｂ
Ｉ
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス

み
ず
ほ
Ｆ
Ｇ
の

大
塚
雅
広
・
執

行
役
専
務
が
あ

い
さ
つ

知らない人に対する気持ちや
意識としてあてはまるものを回答

知らない人が困っていたら
積極的に助ける

知らない人が困っていたら
積極的に声をかける

知らない人で困っている人
がいたらよく気が付く

知らない人に助けを求める
ことができる

0% 20% 40% 60% 80% 100%

8.58.5

8.28.2

6.26.2

21.321.3

28.828.8

35.935.9

37.237.2

47.247.2

48.948.9

41.441.4

42.242.2

27.0

16.1

13.5

12.0

4545

■ ■ ■ ■■そう思う ■ややそう思う ■あまりそう思わない ■そう思わない

全
労
済｢

た
す
け
あ
い｣

意
識
調
査

２０２０(令和２)２１７()大手行･証券･保険 (４)(第三種郵便物認可)


